
　近年「未曾有の災害」が多発するにつれて，復旧
活動の手伝いに赴くボランティアの数も増加してい
る。では，ボランティア活動に参加する従業員を抱
える企業側の準備はどうだろう？　「ボランティアな
んだから基本的には本人任せで構わないのでは」と
いうのは 1つの合理的な見識だ。あるいは「お客様
あっての我が社だ」と社名を掲げ組織動員をかける
スタイルもありうる。「資金援助」や「特別休暇制度」
を自負する会社もあるかもしれない。この課題に対
しては，改めて活動に参加する個人の意識に注目し
たい。最近は，“使命感に駆られて”というほど力まず，
「ちょっとお手伝いに行こうか」くらいの感覚で自然
発生的に行動する世代が台頭している。背景には旧
世代にはなかった体験学習など教育カリキュラムの
成果も認められるだろう。「働く理由」を問えば「社
会貢献のため」との回答割合が高い世代に，会社は
どのようなスタンスで向き合うのが望ましいのか。
全面的に本人任せでは組織にプラス効果は生まれず，
会社がお膳立てしすぎても意欲を減じる懸念がある。
ワーク・ライフ・バランスやダイバーシティ・マネ
ジメントと重なるところで関わりを確保し，さらに
イノベーションを引き出す効果を模索する仕組みを
考える段階といえそうだ。 （編集部）
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